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富山
と や ま

県上
かみ

市
いち

町（町長・中川
なかがわ

 行
ゆき

孝
たか

）と中日本高速道路株式会社金沢
かなざわ

支社（石川
いしかわ

県

金沢市 支社長・片岡
かたおか

 慎一
しんいち

）が共同で事業を進めてきた、Ｅ８北陸自動車道（北

陸道）に設置した上市
かみいち

スマートインターチェンジ（スマートＩＣ）が２０２０年

１２月１３日に開通し１年経過したことから、利用状況と整備効果を取りまとめ

ましたので、お知らせします。  
 

上市スマートＩＣ開通一年後の利用状況と主な整備効果  

 

○上市スマート IC 開通後、一日当たり利用台数は増加基調。 

開通翌月より約 2.5 倍の利用台数増加（資料 2 参照） 

○救急救命体制の確保に貢献。 

 上市スマート IC の活用により上市町内から富山大学附属

病院への傷病者搬送時間が最大６分短縮（資料 3-1 参照） 

○高速道路へのアクセス性の向上 

 立山 IC・滑川 IC 間の高速道路からの 10 分圏内人口の増加 

による通勤圏・行動圏の拡大（資料 3-2 参照） 

 
 

同時配付先  
（資料配布）  

富山県政記者クラブ  

お問い合わせ先  

（マスコミ専用）  

富山県上市町 企画課 企画班・成瀬（なりせ）  

       建設課 建設班・村上（むらかみ）  

TEL 076-472-1111（内線 225、314）  FAX 076-472-1115 

中日本高速道路株式会社 金沢支社 広報・CS 課   

TEL 076-240-4936（直通）  

E8 北陸道「上市スマート IC」 
開通後の利用状況と整備効果 

2022 年３月１１日  

富山県上市町  

中日本高速道路株式会社 金沢支社  

取扱い：配布後解禁  報道関係各位  
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【資料 1】  

上市スマート IC の概要 

設  置  場  所  ：E8 北陸道  立山
たてやま

IC～ 滑 川
なめりかわ

IC 間  

所  在  地  ：富山県中新川
なかにいかわ

郡上市町中
なか

江上
え が み

及び東江上
ひがしえがみ

 

利  用  時  間  ：24 時間  

出  入  方  向  ：全方向利用可能（石川方面、新潟方面）  

利用対象車種：ETC 車載器を搭載した全車種  

主なｱｸｾｽ道路：一般県道上市水橋線  

事  業  主  体  ：上市町、中日本高速道路株式会社  金沢支社  

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 至  石川  

至  新潟  

至上市市街  

至国道 8 号  

下り線ランプ  
上り線ランプ  
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【資料２】  

上市スマート IC 開通後の利用状況（交通量） 

○供用開始直後に緊急事態宣言の影響による利用台数の落ち込みもあったが、月を追う

ごとに増加基調となっている。  

【上市スマートＩＣ利用状況】 

 

 

 

 

  

富
山
市
ま
ん
延
防
止

緊
急
事
態
宣
言

３
回
目

緊
急
事
態
宣
言

２
回
目

緊
急
事
態
宣
言

４
回
目

約２．５倍

約400台
(1月平均)

約1,000台
（10-12月平均）

2020年12月13日
開通
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【資料３－１】  

上市スマート IC 開通後の整備効果（救急医療体制） 

○新たに高速道路からの 20 分圏域に富山大学付属病院が含まれ、短時間でより専門性

の高い病院への搬送が可能となり、また走行性の高い高速道路を利用することで傷病者

の身体的負担も軽減。  

【スマートＩＣ整備前後の高速道路－上市市街地の２０分圏域】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※上市町が属している富山医療圏では輪番制（富山医療圏（富山市、滑川市、上市町、立山町、舟橋
村）に含まれる以下の病院が交代で夜間や休日の重症患者受け入れを実施。）を導入しており、夜間、
休日などには町外の医療施設へ搬送される可能性がある。  

【搬送時間短縮効果】 

 

（救急救命士の声）  

上市町内の南加積地区、宮川地区、相ノ木地区で

は近くに上市スマートＩＣができたことにより、

すぐ に 高速 道 路 に入 る こ とが で きる よ う にな っ

たの で 救急 搬 送 時間 の 短 縮や 病 院へ の ル ート が

より明確となったほか、一般道を走行するよりも

スム ー ズに 走 行 する こ と がで き ると い っ た走 行

安定性への効果が感じられ、傷病者にとっては有

益である。  

供用開始前

最大６分の短縮

※１

※2

※3

※4 出典）上市消防署

供用開始後はR2/12/13～R3/12/12の1年間

30分 24分

供用開始後

富山大学附属病院への傷病者の搬送時間短縮効果

宮川地区における搬送時間の比較

搬送時間とは現地～病院到着までの時間

供用開始前はR元/12/13～R2/12/12の1年間

（供用開始前） 30分 ⇒⇒⇒ 24分 （供用開始後）

富大附属病院への傷病者の搬送時間短縮効果（最大）
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【資料３－２】  

上市スマート IC 開通後の整備効果（アクセス性向上） 

・上市スマートＩＣの整備により、10 分以内に高速道路に到達できる人口が増加  

（約 10.4 千人）し、通勤圏・行動圏が拡大。（人口算出については H22 国勢調査結果

のデータを使用）  

【スマート IC 整備前後の IC10 分圏域の変化】 

【利用状況調査の結果】 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

とてもいい影響

どちらかといえばいい影響

どちらともいえない

悪い影響

事業所としての効果

令和 3 年 9 月～10 月に実施  
 対象事業所：140 事業所  
 （町内及び近隣市町村の製造業及び運輸・通信・倉庫業  等）  
 回答事業者数：78 事業所  

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

5分未満

5～10分

10～15分

15分以上

変わらない

【所要時間の短縮効果】

10 分圏域に上市町の名刹  
眼目山立山寺（がんもくさん

りゅうせんじ）が追加。  
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【資料３－３】  

上市スマート IC 開通後の整備効果（産業活性化） 

①製造業や物流企業の 5 割以上から「良い効果があった」と回答があった。  

②所要時間の短縮効果としては、5 割以上が 5 分以上の短縮効果を実感している。  

③いい影響があった内容としては「事業所・目的地へのアクセス向上」が４５％超。  

【久金企業団地から最寄 IC への所要時間短縮効果】 

 

【利用状況調査結果および事業者の声】 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

事業所・目的地へのアクセス向上

定時性の改善

ドライバーの負担軽減

来訪者の変化

事業規模拡大等のきっかけ

運送エリアの拡大

その他

【良い影響の内容（複数回答）】
○立山 IC や滑川 IC から上

市スマート IC で降りるよ

うになり、定時性の確保に

好影響が出ている。 

○定時性の確保やドライバ

ーへの負担の面で非常に楽

になった。県外の事業者に

は上市スマート IC で降り

てからの道案内を伝えてい

る。 

○上市スマート IC をよく使

っていて、とても助かって

いる。 



7 

 

【資料４】  

上市スマート IC 利用促進・認知度向上に向けて 

【利用促進】  

○スマートＩＣランプ※内（南側）に高速バス停留所を整備。高速バス就行により、利

用促進を図る。（就行時期が決まりましたら、お知らせします。）  

 ※ ラ ン プ と は 、 一 般 道 か ら 高 速 道 路 本 線 へ 合 流 す る 接 続 道 路 部 分 で す 。  

○上市スマート IC を起爆剤として、更なる企業誘致の促進を図るため、上市スマート

IC ランプ内に企業用地を造成中。  

【認知度向上】  

○国道 8 号と近接する上市スマート IC への交通の転換による国道８号の混雑緩和を図

るため、国道８号からの誘導強化に向けた案内標識を追加整備。  

【利用促進】 

 

【認知度向上】 

 

 

国道 8 号からの近接 性を一層の

PR と上市スマート IC の周知により、

国道８号の混雑緩和を図るため、国

道 8 号から上市スマート IC までの

県道・町道に、県と連携しつつ案内標

識の追加整備を図ります。  

至 国道８号  至 新潟  

至 石川  

上り線ランプ  

至 上市市街  

下り線ランプ  

【駐車場整備】  

令和３年度末完了予定  

 ・大型車 6 台、普通車 52 台  

 ・高速バス停留所設置予定  

 ・待合室、公衆トイレ設置  

企業  

用地  

面積： 4,900 ㎡ 

完成：令和 3 年度末  

売却開始：令和４年夏（予定）  

 

下り線ランプ内  

駐車場  

スマート IC 出入り口付近に認定

こども園や公共施設があり、付近

住民の安全性確保のための道路

整備も令和3 年度末完了予定。 

完成イメージ図  


